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■ 美しい森林づくり
 山形豪雨での民有林支援・獣害対策での民有林連携・・・・・・・・・・・［置賜森林管理署］

■ 我が署の名所
 『ケヤキ並木』と『ジャズフェス』（宮城県仙台市）・・・・・・・・・・［仙台森林管理署］

高齢級秋田杉の販売・普及推進の取組高齢級秋田杉の販売・普及推進の取組
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１
．
日
本
三
大
美
林
、
天
然
秋
田
杉

　

東
北
森
林
管
理
局
が
所
在
す
る

秋
田
県
に
は
、
日
本
三
大
美
林
の一

つ
で
あ
る
天
然
秋
田
杉
が
存
在
し
ま

す
。
そ
の
材
は
年
輪
幅
が
そ
ろ
い
木

目
が
細
か
く
強
度
に
優
れ
狂
い
が
少

な
い
と
さ
れ
、
天
井
板
や
建
具
な
ど

の
建
築
材
や
、
曲
げ
わ
っ
ぱ
や
桶
樽

等
の
工
芸
品
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し

た
が
、
資
源
の
枯
渇
状
況
等
か
ら
平

成
24
年
度
で
天
然
秋
田
杉
の
計
画
伐

採
を
終
了
し
、
今
で
は
倒
木
や
落
枝

に
よ
り
周
囲
に
危
険
が
及
ぶ
お
そ
れ

の
あ
る
枯
損
木
等
が
時
折
伐
採
さ
れ

る
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
．「
あ
き
た
の
極
上
品
」

ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の

高
齢
級
秋
田
杉
の
販
売
へ

　

天
然
秋
田
杉
の
計
画
的
伐
採
が

80
年
生
以
上
の
高
齢
級
秋
田
杉
で
末

口
直
径
が
36
㎝
以
上
、
長
さ
４
m
、

日
本
農
林
規
格
1
〜
3
等
に
該
当
す

る
も
の
が
※「
あ
き
た
の
極
上
品
」
に

位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
28
年
度
か
ら

は
国
有
林
で
先
行
し
て
、
そ
の
ブ
ラ

ン
ド
で
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
「
あ
き
た
の
極
上
品
」
に
該
当
す

る
高
齢
級
秋
田
杉
が
市
場
に
出
材
さ

れ
た
際
に
は
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
丸
太

に
貼
る
等
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
森
林
所
有
者
や
事
業
者
へ

の
周
知
を
図
り
な
が
ら
、
製
材
品
や

民
有
林
材
へ
と
用
途
を
広
げ
、
高
齢

級
秋
田
杉
の
販
売
・
普
及
に
向
け
て

官
民
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

※
「
あ
き
た
の
極
上
品
」：
秋
田
県

が
販
売
力
強
化
の
た
め
に
ブ
ラ
ン
ド
化

を
図
る
優
れ
た
県
産
農
林
水
産
物
。

終
了
し
た
一
方
で
、
秋
田
杉
人
工
林

が
高
樹
齢
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
か

ら
、
天
然
秋
田
杉
に
代
わ
る
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
高
齢
級
秋
田
杉
の
販
売
・

普
及
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
高
齢
級
秋
田
杉
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
林
業
・
木
材
産
業
関

係
者
の
み
な
ら
ず
オ
ー
ル
秋
田
で
促

進
し
、
さ
ら
に
は
木
材
需
要
の
拡
大

に
つ
な
げ
る
た
め
秋
田
県
と
東
北
森

林
管
理
局
は
、
平
成
26
年
度
に
「
秋

田
を
元
気
に
す
る
緑
の
覚
書
」
を
締

結
し
、
協
力
し
て
新
た
な
木
材
需
要

の
創
出
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し

た
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県

内
の
林
業
・
木
材
産
業
関
係
者
に
よ

り
高
齢
級
秋
田
杉
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に

向
け
た
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
ブ

ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
つ
い
て
検
討
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
平
成
27
年
度
に
林
齢

天然秋田杉の森（仁鮒水沢スギ希少個体群保護林）
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３
．
高
齢
級
秋
田
杉
製
品
の

Ｐ
Ｒ
と
活
用
の
推
進
「
秋
田
杉

桶
樽
サ
ミ
ッ
ト
」
の
開
催

　

高
齢
級
秋
田
杉
の
用
途
の一つ
に
、

伝
統
工
芸
で
あ
る
桶
や
樽
が
あ
り
ま

す
。
東
北
森
林
管
理
局
は
関
連
団
体

と
協
力
し
、
秋
田
杉
の
桶
と
樽
の
美

し
い
木
目
や
香
り
、
吸
湿
性
や
断
熱

性
な
ど
の
特
徴
を
再
評
価
・
ア
ピ
ー

ル
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
活
用
方

法
を
検
討
し
桶
と
樽
を
含
め
た
木
材

利
用
の
促
進
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
昨
年
10
月
に
秋
田
拠
点

セ
ン
タ
ー
・
ア
ル
ヴ
ェ
に
お
い
て
「
秋

田
杉
桶
樽
サ
ミ
ッ
ト
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

会
場
で
は
様
々
な
桶
と
樽
の
展

示
、
酒
樽
の
製
作
実
演
、
桶
樽
の
製

造
工
程
パ
ネ
ル
展
示
、
木
桶
仕
込
み

の
日
本
酒
の
試
飲
、
お
ひ
つ
で
保
存

し
た
ご
飯
の
試
食
、
鏡
割
り
体
験
、

桶
組
体
験
な
ど
の
各
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
秋
田
杉
の
桶
と
樽
及
び
そ
の
文

化
的
な
価
値
や
技
術
的
な
特
性
を
来

場
者
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
桶
樽
に
関
す
る
講
演
や
桶

や
樽
の
製
造
者
や
利
用
者
、
消
費

者
、
学
識
経
験
者
等
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
最
後

に
「
あ
き
た
の
世
界
戦
略
・
秋
田
杉

の
桶
と
樽
の
活
用
宣
言
」
と
し
て
、

秋
田
杉
の
桶
と
樽
の
良
さ
を
世
界
に

ア
ピ
ー
ル
・
発
信
し
て
い
く
こ
と
が

宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
級
秋
田
杉
の
普
及
・
活
用
推

進
の
た
め
に
も
、
今
後
も
こ
う
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
積
極
的
に
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

展示された様々な桶樽製品等（提供：秋田杉桶樽協同組合）

あきたの極上品のロゴマークあきたの極上品の出品されている様子

秋田杉桶樽サミット会場の様子おひつに移したご飯の試食 ( 提供：株式会社花善 )

新政酒造株式会社で使用されている大桶

3 みどりの東北 Vol.199



市職員とドローンによる調査の様子

空から被害状況確認

全周囲を剥がされて立枯れして変色したスギ 根の全周囲を剥がされたスギ

「小国町内クマ剥ぎ対策検討会」事前打合せ 山形県主催のクマ剥ぎ対策研修会

この変色状況から
林分の５割以上の被害が予想される。
この変色状況から
林分の５割以上の被害が予想される。

１
．
山
形
豪
雨
で
の
民
有
林
支
援

　
令
和
２
年
７
月
下
旬
、
山
形
県
内
を

豪
雨
が
襲
い
最
上
川
が
氾
濫
し
各
地
に

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
置
賜

森
林
管
理
署
管
内
の
国
有
林
に
つ
い
て

は
幸
い
に
も
大
き
な
被
害
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
関
係
市
町
村
等
へ
被
害

の
状
況
な
ど
無
人
飛
行
機
を
活
用
し
た

支
援
も
可
能
で
あ
る
旨
伝
え
た
と
こ

ろ
、
南
陽
市
水
林
地
区
の
共
同
施
業
団

地
内
の
民
有
林
林
道
に
お
い
て
、
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
、
南
陽
市
か
ら
の
協

力
依
頼
を
受
け
、
無
人
飛
行
機
を
活
用

し
た
災
害
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
当
該
地
区
は
、
平
成
25
年
、
26
年
の

２
年
連
続
し
て
発
生
し
た
豪
雨
災
害
地

区
で
あ
り
、
森
林
の
適
正
な
管
理
・
災

害
防
止
や
被
害
軽
減
を
図
る
こ
と
も
期

待
し
て
、
平
成
29
年
度
に
民
国
連
携
の

森
林
づ
く
り
に
向
け
た
共
同
施
業
団
地

の
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
豪
雨
災
害
で
は
、
国
有
林
の

I
C
T
の
技
術
等
を
活
用
し
た
現
地
調

査
な
ど
の
支
援
が
期
待
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
、
今
後
も
地
域
等

か
ら
の
意
見
要
望
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
積
極
的
に
民
国
連
携
を
推
進
し
、よ

り
良
い
森
林
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

２
．
美
し
い
森
林
を
守
る
た
め
、

民
国
連
携
し
た
「
ク
マ
剥
ぎ

防
止
対
策
」
の
策
定

　
近
年
、
置
賜
地
域
で
は
「
ク
マ
剥

ぎ
」
に
よ
る
森
林
被
害
が
目
立
つ
よ
う

に
な
り
、
民
有
林
で
は
山
形
県
が
主
体

と
な
り
「
ク
マ
剥
ぎ
防
止
対
策
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
が
、
置
賜
森
林
管
理
署

の
所
在
地
で
あ
る
小
国
町
内
の
森
林
所

有
者
か
ら
も
小
国
町
役
場
や
森
林
組
合

へ
「
ク
マ
剥
ぎ
」
の
相
談
件
数
が
増
加

し
て
お
り
、
当
署
管
内
で
も
「
ク
マ
剥

ぎ
」
の
被
害
状
況
が
顕
著
で
あ
る
た

め
、
関
係
機
関
等
が
連
携
し
た
早
急
な

「
ク
マ
剥
ぎ
防
止
対
策
」
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
置
賜
森
林
管
理
署
で
も
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
小
国
町
で
森
林
整
備
推
進

協
定
を
締
結
し
て
い
る
協
定
者
が
実
施

主
体
と
な
り
町
民
を
対
象
に
し
た
「
小

国
町
内
ク
マ
剥
ぎ
対
策
検
討
会
」
を
10

月
に
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の

準
備
と
し
て
、
８
月
下
旬
に
協
定
者
の

山
形
県
林
業
公
社
・
小
国
町
森
林
組

合
・
小
国
町
役
場
・
置
賜
森
林
管
理
署

の
４
者
と
山
形
県
置
賜
総
合
支
庁
と

で
、
現
地
踏
査
に
よ
る
被
害
状
況
把
握

や
打
合
わ
せ
会
議
を
開
催
し
、
10
月
に

開
催
す
る
検
討
会
に
つ
い
て
の
方
針
や

課
題
等
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
を
交
わ

し
ま
し
た
。

　
10
月
開
催
予
定
の
「
小
国
町
内
ク
マ

剥
ぎ
対
策
検
討
会
」
終
了
後
は
、
検
討

会
で
の
意
見
等
や
今
後
の
方
針
等
な
ど

当
署
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
下
さ
い
。

美しい森林づくり
山
形
豪
雨
で
の

民
有
林
支
援
・
獣
害
対
策
で
の
民
有
林
連
携

置
賜
森
林
管
理
署

mini
column

　コーヒ党や紅茶派など嗜好性は人それぞれ、そのと
きの気分や雰囲気で好みは変わってきますが、植物た
ちもそれぞれ住処には嗜好性があり、湿ったところ好
きや乾燥地好き、また、土壌や地質による嫌気性など
で生育場所はほぼ決り、山火事や土砂崩壊など大きな
災害がなければ生育場所の好みの変化はありません。
造林樹種の選択ではその性質を利用して、一定の植物
の出現度から指標となる植物を見立て、土壌の乾湿性
や地質などを知ることができます。昔、山師（鉱脈を探
す人）は路頭の岩に生えるシダのヘビノネコザを金鉱
や銅鉱の指標にしたそうですが、今回は林業で土壌の
乾湿性の目安となる指標植物についてクイズ形式でお
話します。
　以下の表は秋田県能代市の七座山の指標植物です。
（七座山は9月号森林官からの手紙で紹介）

　七座山は凝灰岩を基岩に褐色森林土が分布し、標高
30m～260ｍの米代川と阿仁川の沿いの天然林です。
沢筋はサワグルミやクロビイタヤ、斜面上部は土壌が
薄く尾根筋は険しく乾燥気味ですが、天然スギが全面
に分布し天然更新のスギの生態が見られる森林です。
今回はA～Cに指標となる植物の特徴がわかる写真を
載せています。写真を見て乾燥地、適潤地、湿潤・過湿地
の３つに分類してみて下さい。答えは最後のページです。
　森林の植物で指標となるものは、風雪で風下に枝を
つけるアオモリトドマツや、開花時に花芽が北を向く
キタコブシ、酸性土壌に強いイチイやヒバ、アルカリ
性に強いハマナスやアキグミ、肥沃土壌のツリフネソ
ウやクサギ、痩せ地のアカマツやヒカゲノカズラなど
指標も色々あります。指標植物の知識は「目安やもの
さし」として使える大事な森林技術で、現場やディス

クで長年助けられてきました。植物のような定型的な
指標もいいですが、人生の指標や嗜好性は、定型的な
「ものさし」では測りきれない「あそび」も大事にした
いですね！

ななくら

ぎょうかいがん

アカシデ、マ
ルバマンサク、
コナラ、アカ
マツ

ヤマツツジ、
ホツツジ、ヤ
マウルシ

ワラビ、スス
キ、ツクバネ、
クルマユリ

アカマツ、カ
ラマツ、コナ
ラ

ミズナラ、ホ
オノキ、センノ
キ

オオバクロモ
ジ、アワブキ、
キブシ

モミジガサ、
ナライシダ、
ツルリンドウ

スギ、カラマ
ツ、ヒバ、ブナ、
ヒノキ

サワシバ、トチ
ノキ、サワグ
ルミ、ヤチダ
モ、カツラ

アブラチャン、
オノエヤナギ

リョウメンシダ、
ウワバミソウ、
アキタフキ

スギ、トチノキ

土壌の指標

乾燥地に多い

適潤地に多い

湿潤、
過湿地に多い

高木性の樹木 灌木等 草本類 造林適合樹種

A

B

C

指標植物

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨

―身近な自然観察のすすめ（その２）―
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mini
column

　コーヒ党や紅茶派など嗜好性は人それぞれ、そのと
きの気分や雰囲気で好みは変わってきますが、植物た
ちもそれぞれ住処には嗜好性があり、湿ったところ好
きや乾燥地好き、また、土壌や地質による嫌気性など
で生育場所はほぼ決り、山火事や土砂崩壊など大きな
災害がなければ生育場所の好みの変化はありません。
造林樹種の選択ではその性質を利用して、一定の植物
の出現度から指標となる植物を見立て、土壌の乾湿性
や地質などを知ることができます。昔、山師（鉱脈を探
す人）は路頭の岩に生えるシダのヘビノネコザを金鉱
や銅鉱の指標にしたそうですが、今回は林業で土壌の
乾湿性の目安となる指標植物についてクイズ形式でお
話します。
　以下の表は秋田県能代市の七座山の指標植物です。
（七座山は9月号森林官からの手紙で紹介）

　七座山は凝灰岩を基岩に褐色森林土が分布し、標高
30m～260ｍの米代川と阿仁川の沿いの天然林です。
沢筋はサワグルミやクロビイタヤ、斜面上部は土壌が
薄く尾根筋は険しく乾燥気味ですが、天然スギが全面
に分布し天然更新のスギの生態が見られる森林です。
今回はA～Cに指標となる植物の特徴がわかる写真を
載せています。写真を見て乾燥地、適潤地、湿潤・過湿地
の３つに分類してみて下さい。答えは最後のページです。
　森林の植物で指標となるものは、風雪で風下に枝を
つけるアオモリトドマツや、開花時に花芽が北を向く
キタコブシ、酸性土壌に強いイチイやヒバ、アルカリ
性に強いハマナスやアキグミ、肥沃土壌のツリフネソ
ウやクサギ、痩せ地のアカマツやヒカゲノカズラなど
指標も色々あります。指標植物の知識は「目安やもの
さし」として使える大事な森林技術で、現場やディス

クで長年助けられてきました。植物のような定型的な
指標もいいですが、人生の指標や嗜好性は、定型的な
「ものさし」では測りきれない「あそび」も大事にした
いですね！

ななくら

ぎょうかいがん

アカシデ、マ
ルバマンサク、
コナラ、アカ
マツ

ヤマツツジ、
ホツツジ、ヤ
マウルシ

ワラビ、スス
キ、ツクバネ、
クルマユリ

アカマツ、カ
ラマツ、コナ
ラ

ミズナラ、ホ
オノキ、センノ
キ

オオバクロモ
ジ、アワブキ、
キブシ

モミジガサ、
ナライシダ、
ツルリンドウ

スギ、カラマ
ツ、ヒバ、ブナ、
ヒノキ

サワシバ、トチ
ノキ、サワグ
ルミ、ヤチダ
モ、カツラ

アブラチャン、
オノエヤナギ

リョウメンシダ、
ウワバミソウ、
アキタフキ

スギ、トチノキ

土壌の指標

乾燥地に多い

適潤地に多い

湿潤、
過湿地に多い

高木性の樹木 灌木等 草本類 造林適合樹種

A

B

C

指標植物

三八上北森林管理署　地域統括森林官　松尾　亨

―身近な自然観察のすすめ（その２）―
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当
署
で
は
新
規
採
用
者
を
含
む

若
手
職
員
７
名
を
業
務
に
関
す
る
専

門
的
技
術
の
習
得
・
向
上
を
目
的
に

Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
対
象
者
と
し
て
、
年
間
計

画
に
沿
っ
て
実
施
し
て
き
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
Ｏ
Ｊ
Ｔ
へ
は
対
象

者
以
外
の
職
員
参
加
も
認
め
て
お
り

ま
す
。

　

対
象
者
の
７
名
は
Ｏ
Ｊ
Ｔ
の
予
定

に
合
わ
せ
、
当
然
で
は
あ
り
ま
す
が

日
頃
か
ら
担
当
業
務
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
強
い
意
気
込
み
を
も
っ
て
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
現
状

の
中
、
中
央
研
修
等
が
中
止
と
な
っ

て
お
り
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
は
貴
重
な
機
会
と

捕
ら
え
、
指
導
す
る
側
も
今
後
の
国

有
林
野
事
業
を
担
う
人
材
と
し
て
よ

り
一
層
成
長
す
る
よ
う
指
導
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
林
道
特
殊
修
繕
工
事
発
注

の
た
め
の
測
量
設
計
も
Ｏ
Ｊ
Ｔ
対
象

職
員
に
よ
り
、
５
〜
６
月
の
３
日
間

で
実
施
し
て
い
ま
す
。

た
後
、
丸
太
を
転
が
し
な
が
ら
二
枚

の
刃
で
両
側
か
ら
一
気
に
切
断
す
る

と
こ
ろ
ま
で
全
て
機
械
が
自
動
で
行

う
技
術
に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
益
々
工
場
の
無
人
化
が
進
み
、
人

手
不
足
問
題
の
改
善
や
低
コ
ス
ト
生

産
が
実
現
し
て
い
く
の
か
な
と
感
じ

ま
し
た
。

【
大
畑
ヒ
バ
施
業
実
験
林
の
見
学
等
】

　

青
森
県
内
の
青
森
、
金
木
、
下
北

の
３
（
支
）
署
は
、
管
内
の
ヒ
バ
林

を
「
ヒ
バ
林
復
元
推
進
エ
リ
ア
」
に

設
定
し
て
、
主
に
天
然
林
更
新
に
よ

り
ヒ
バ
林
を
復
元
す
る
「
ヒ
バ
林
復

元
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

【
十
和
田
燐
寸
軸
木
工
場
の
見
学
】 

　

７
月
16
日
（
木
）
に
、
十
和
田

市
に
あ
る
十
和
田
燐
寸
軸
木
株
式
会

社
に
て
、
当
署
の
若
手
職
員
を
中
心

と
し
た
11
名
が
工
場
見
学
を
行
い
ま

し
た
。

　

同
社
は
、
現
代
の
物
流
社
会
で

は
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
木
製
パ

レ
ッ
ト
・
木
枠
梱
包
用
材
を
主
要
事

業
と
し
て
お
り
、
そ
の
際
に
生
じ
る

の
こ
く
ず
や
粉
砕
バ
ー
ク
も
家
畜
用

敷
料
や
長
芋
の
梱
包
用
と
し
て
丸
太

１
本
１
本
か
ら
余
す
こ
と
な
く
商
品

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
31
年
に
生
産
性
向
上
の
た
め

工
場
を
新
設
、
東
北
で
は
初
と
な

る
無
人
製
材
機
を
導
入
し
、
最
大

２
０
０
㎥
／
日
の
丸
太
の
処
理
が
可

能
で
す
。
し
か
し
、
現
在
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
生
産

量
が
４
〜
５
割
減
の
状
況
に
あ
る
そ

う
で
す
。

　

無
人
製
材
機
（
ロ
ボ
ッ
ト
ツ
イ
ン

バ
ン
ド
ソ
ー
）
は
、
製
品
サ
イ
ズ
を

入
力
す
る
だ
け
で
自
動
的
に
製
品
が

仕
上
が
り
ま
す
。
有
効
的
に
材
が
取

れ
る
よ
う
丸
太
の
特
徴
を
機
械
が
瞬

時
に
判
断
し
、
切
断
ラ
イ
ン
を
決
め

最
近
の
職
場
内
訓
練

（
Ｏ
Ｊ
Ｔ
）を
紹
介
し
ま
す
。

三
八
上
北
森
林
管
理
署

レベル測量の練習中

無人製材機
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今
、
青
森
県
全
体
が
ヒ
バ
林
復
元

に
高
い
関
心
を
示
し
、
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
る
中
、
当
署
の
若
手
職

員
の
ほ
と
ん
ど
は
青
森
ヒ
バ
に
馴
染

み
が
な
い
（
当
署
の
ヒ
バ
林
は
ご
く

僅
か
）
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
下
北
森
林
管
理
署
に
大
畑
ヒ
バ

施
業
実
験
林
の
見
学
と
青
森
ヒ
バ
の

特
性
等
の
勉
強
会
の
企
画
を
依
頼
し

た
と
こ
ろ
快
く
引
き
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

７
月
27
日
（
月
）
午
前
、
下
北

署
入
札
室
に
お
い
て
総
括
森
林
整
備

官
等
よ
り
、
青
森
ヒ
バ
の
特
徴
、
木

材
と
し
て
の
使
わ
れ
方
、流
通
経
路
、

大
畑
ヒ
バ
施
業
実
験
林
の
設
定
目
的

や
こ
れ
ま
で
の
取
組
等
丁
寧
な
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
午
後
は
「
大
畑
ヒ
バ

施
業
実
験
林
」
内
の
旧
森
林
鉄
道

の
軌
道
跡
を
歩
き
な
が
ら
、
更
新
方

法
、
伐
採
後
の
蓄
積
推
移
等
の
説
明

を
し
て
い
た
だ
き
ヒ
バ
の
大
径
木
に

圧
倒
さ
れ
た
後
、
大
先
輩
方
が
手
掘

り
で
掘
っ
た
真
っ
暗
な
ト
ン
ネ
ル
を

通
過
し
た
り
、
吊
り
橋
を
渡
る
等
貴

重
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。本
見
学
会
に
参
加
し
た
10
名
は
、

日
本
三
大
美
林
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る

青
森
ヒ
バ
の
特
性
や
木
材
と
し
て
価

値
の
高
さ
等
を
知
る
こ
と
が
で
き
と

て
も
有
意
義
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

【
採
材
検
討
会
と

        

Ａ
Ｉ
丸
太
検
知
く
ん
の
実
演
】

　

７
月
30
日
（
木
）
に
当
署
主
催

で
採
材
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
林
業
事
業
体
、
地
方
自
治

体
の
林
業
担
当
者
、
局
署
の
担
当
者

な
ど
計
62
名
と
な
り
、
当
署
の
若
手

職
員
は
５
名
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
森
事
務
所
担
当
者
か
ら
「
コ
ロ

ナ
禍
に
お
け
る
木
材
生
産
は
、
製
材

所
、
Ｌ
Ｖ
Ｌ
工
場
等
の
様
子
を
見
な

が
ら
民
有
林
材
の
動
向
に
も
配
慮
し

た
き
め
細
か
な
採
材
が
必
要
」
等
の

現
状
紹
介
が
あ
り
、
引
き
続
き
当
署

担
当
者
か
ら
、
採
材
検
討
を
す
る
際

の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
説
明
を
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
３
班
に
分
か
れ
て
ス
ギ

等
の
採
材
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
各
班
そ
れ
ぞ
れ
に
経
験
豊
富

な
事
業
体
の
皆
さ
ん
が
配
置
さ
れ
て

お
り
、
材
の
欠
点
等
に
よ
り
長
級
を

決
定
し
た
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た

が
、
当
署
若
手
職
員
が
口
を
挟
む
余

地
は
な
く
、
生
産
現
場
特
有
の
専
門

用
語
（
＋
訛
り
）
が
飛
び
交
い
意
味

を
理
解
す
る
の
に
必
死
で
し
た
。

　

最
後
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
素

材
検
知
を
参
加
者
が
体
験
し
ま
し

た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
影
し
た

写
真
を
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
て
検
知
を
行
う
「
Ａ
Ｉ
検
知
く
ん
」

の
紹
介
と
操
作
方
法
に
つ
い
て
詳
し

く
説
明
が
あ
り
、
我
が
職
場
に
も
ヒ

シ
ヒ
シ
と
Ａ
Ｉ
が
浸
透
し
て
き
て
い

る
と
実
感
し
ま
し
た
。

実験林見学前に座学指導

実験林内での説明

広葉樹の採材を検討中AI 検知くんが丸太小口を解析中
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「
六
郷
湧
水
群
」

　
美
郷
町
で
は
奥
羽
山
脈
を
水
源
と
す
る
小
河
川

が
扇
状
地
を
形
成
し
、
そ
の
扇
状
地
に
あ
る
六
郷

地
区
を
中
心
に
百
二
十
六
箇
所
も
の
湧
水
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
全
国
名
水
百
選
な
ど
に
認
定
さ
れ

て
お
り
、
水
五
冠
の
街
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
水
温
が
年
間
を
通
じ
て
十
五
度
前
後
の
き
れ

い
な
湧
水
に
は
、
氷
河
期
の
生
き
残
り
と
い
わ
れ

る
淡
水
魚
の
イ
バ
ラ
ミ
ト
ヨ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
源
の
一
つ
、
七
滝
水
源
か
ん
養
保
安

林
で
は
地
域
の
児
童
・
住
民
が
参
加
し
、
ブ
ナ
な

ど
広
葉
樹
の
植
樹
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

水
源
と
し
て
の
森
を
守
る
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
林

野
庁
の「
水
源
の
森
百
選
」に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
オ
ブ
山
の
大
杉
」

　
大
仙
市
太
田
、
川
口
渓
谷
風
景
林
内
に
あ
る
オ

ブ
山
の
大
杉
は
、
幹
周
り
三
十
四
メ
ー
ト
ル
、
推

定
樹
齢
千
年
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
太
田
町

教
育
委
員
会
（
当
時
）
の
調
査
で
、
県
内
一
の
太

さ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
ち
ら
も
「
森
の
巨

人
た
ち
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
が
勤
務
す
る
千
屋
森
林
事
務
所
は
、
仙
北
平

野
の
南
東
部
に
位
置
す
る
仙
北
郡
美
郷
町
に
あ
り

ま
す
。
管
轄
す
る
区
域
は
大
仙
市
（
中
仙
・
太
田

地
区
）
及
び
、
美
郷
町
内
の
国
有
林
約
一
万
六
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
管
内
は
大
半

が
「
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
真
木
渓
谷
や
川
口
渓
谷
な
ど
優
れ
た
景
観

を
有
し
て
い
る
た
め
、
雪
解
け
か
ら
降
雪
前
ま
で

登
山
客
・
観
光
客
が
途
絶
え
る
事
な
く
、
人
気
の

場
所
と
し
て
い
つ
行
っ
て
も
賑
や
か
で
す
。

　
で
は
、
管
内
の
見
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
真
昼
岳
」

　
真
昼
岳
は
美
郷
町
と
岩
手
県
と
の
県
境
に
そ
び

え
て
お
り
、
オ
サ
バ
グ
サ
な
ど
の
高
原
植
物
の
群

生
地
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
が
あ
り
ま

す
。
南
真
昼
岳
、
北
の
又
岳
か
ら
な
る
山
頂
か
ら

は
仙
北
平
野
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
、
二
月
に

開
催
さ
れ
る
六
郷
の

か
ま
く
ら
（
竹
う

ち
）
や
七
月
こ
ろ
見

頃
を
迎
え
る
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
な
ど
、
春
夏

秋
冬
見
所
が
た
っ
ぷ

り
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
二

年
に
東
北
農
政
局
よ
り
異
動
し
て
き
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
異
動
当
初
、
自

分
が
森
林
官
と
な
り
現
場
に
出
る
事
な
ど
想
像
す

ら
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
森
林
官
と
な
っ
て
一

年
半
。
農
業
か
ら
林
業
へ
と
畑
違
い
の
仕
事
は
今

も
戸
惑
い
の
連
続
で
す
。
現
場
に
い
る
と
何
年
も

か
け
て
造
ら
れ
て
き
た
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ
る

反
面
、
脅
威
や
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
事
が

多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の
方
々
に

た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
国
有
林

を
適
正
に
管
理
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
安
全
第
一
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
が
勉
強
で
す
！

毎日が勉強です！
秋田森林管理署　森林官　畠山　郁

真昼岳林道から見た仙北平野

秋田藩主佐竹義隆公が料理用に使用した「御台所清水」

オブ山の大杉ホワイトラベンダー「美郷雪華」
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森林官からの手紙

　

ア
イ
オ
ン
台
風
は
、
終
戦
か
ら
間

も
な
い
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
）
９

月
に
東
日
本
を
通
過
し
て
全
国
で

５
１
２
名
の
犠
牲
者
を
出
し
、
特
に
、

岩
手
県
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら

し
、
国
有
林
で
は
遠
野
、
川
井
両
営

林
署
の
管
内
な
ど
に
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

遠
野
支
署
の
前
身
で
あ
る
遠
野
営

林
署
管
内
で
は
、
早
瀬
川
が
氾
濫

し
、
そ
の
川
辺
に
あ
っ
た
遠
野
貯
木

場
が
濁
流
に
沈
み
、
森
林
鉄
道
の
機

関
車
４
両
を
は
じ
め
、
多
く
の
施
設

や
木
材
を
喪
失
し
た
ほ
か
、
猿
ヶ
石

川
沿
い
に
敷
設
さ
れ
て
い
た
森
林
鉄

道
（
附
馬
牛
林
道
）
に
壊
滅
的
な

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。　

　

早
池
峰
山
の
北
側
の
門
馬
村
（
現

宮
古
市
・
三
陸
北
部
署
管
内
）
で
は
、

距
離
に
し
て
１
㎞
、
面
積
に
し
て
28 

ha
の
大
規
模
な
崩
落
が
発
生
し
て
下

流
の
宮
古
市
に
多
数
の
死
傷
者
を
出

し
て
い
ま
す
。
こ
の
崩
落
地
は
、
後

に
「
ア
イ
オ
ン
沢
」
と
命
名
さ
れ
、

62
年
を
か
け
て
治
山
工
事
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

未
曾
有
の
大
災
害
に
際
し
て
、
東

北
森
林
管
理
局
の
前
身
で
あ
る
青
森

営
林
局
は
、
局
員
を
派
遣
し
て
、
遠

野
営
林
署
管
内
の
被
害
状
況
を
調
査

し
、
そ
の
記
録
と
し
て
「
遠
野
営
林

署
管
内
水
害
状
況
写
真
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
現
在
、
そ
の
原
本
の
行

方
は
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、

当
支
署
が
行
っ
て
い
る
遠
野
の
森
林

鉄
道
に
関
す
る
調
査
・
報
告
に
際
し

て
、
当
該
写
真
を
接
写
し
て
い
た
市

民
の
方
か
ら
、
そ
の
電
子
デ
ー
タ
の

提
供
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
写
真

は
、
濁
流
に
沈
ん
だ
材
木
町
の
貯
木

場
や
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
森
林
鉄

　

開
催
準
備
の
過
程
で
は
、
記
録
写

真
の
撮
影
者
で
あ
る
青
森
営
林
局
員

の
笹
森
秀
雄
氏
（
青
森
林
友
会
写

真
部
の
リ
ー
ダ
ー
）
が
、
日
本
の
山

岳
写
真
界
の
草
分
け
的
存
在
で
あ
っ

て
、
国
際
サ
ロ
ン
で
入
選
し
て
い
た
こ

と
な
ど
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
に
は
、
遠
野
市
内
外
か
ら

ア
イ
オ
ン
台
風
を
経
験
し
た
世
代
を

中
心
に
、
多
く
の
方
が
来
場
し
て
、

災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
再
確
認
す
る
と

と
も
に
、
写
真
に
写
っ
て
い
る
72
年

前
の
風
景
を
見
て
、
幼
い
頃
の
記
憶

を
懐
し
く
思
い
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
大
雨
に
よ
る
災
害
が
全
国

的
に
多
発
し
て
い
る
中
で
、
郷
土
に

お
け
る
過
去
の
災
害
の
記
録
に
接
し

て
防
災
に
役
立
て
て
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

道
、
当
時
の
附
馬
牛
村
の
被
害
な
ど

が
写
っ
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

　

遠
野
支
署
で
は
、
こ
れ
ら
の
写
真

と
遠
野
市
立
博
物
館
か
ら
提
供
を

受
け
た
「
ア
イ
オ
ン
台
風
水
害
記

録
」
（
昭
和
23
年
９
月
、
遠
野
ア
ミ

ヤ
写
真
技
術
部
）
の
写
真
（
遠
野

営
林
署
が
撮
影
し
た
写
真
が
含
ま
れ

る
。）
約
60
点
を
、
遠
野
市
役
所
の

多
目
的
市
民
ホ
ー
ル
で
９
月
15
日
か

ら
30
日
ま
で
の
半
月
間
展
示
し
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
御
紹
介
し
ま
し

た
。
開
催
に
際
し
て
は
、
岩
手
県
遠

野
土
木
セ
ン
タ
ー
か
ら
洪
水
浸
水
区

域
想
定
図
を
、
遠
野
市
消
防
本
部
か

ら
は
気
象
災
害
時
の
避
難
行
動
の
展

示
物
を
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

72
年
前
の
水
害
の
記
録

ア
イ
オ
ン
台
風
被
害
写
真
展

岩
手
南
部
森
林
管
理
署
遠
野
支
署

水没する遠野貯木場　左は旧釜石線

流された早瀬川の森林鉄道の橋梁

土砂に埋もれた水田から稲を掘り出す附馬牛村民
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「
六
郷
湧
水
群
」

　
美
郷
町
で
は
奥
羽
山
脈
を
水
源
と
す
る
小
河
川

が
扇
状
地
を
形
成
し
、
そ
の
扇
状
地
に
あ
る
六
郷

地
区
を
中
心
に
百
二
十
六
箇
所
も
の
湧
水
が
点
在

し
て
い
ま
す
。
全
国
名
水
百
選
な
ど
に
認
定
さ
れ

て
お
り
、
水
五
冠
の
街
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
水
温
が
年
間
を
通
じ
て
十
五
度
前
後
の
き
れ

い
な
湧
水
に
は
、
氷
河
期
の
生
き
残
り
と
い
わ
れ

る
淡
水
魚
の
イ
バ
ラ
ミ
ト
ヨ
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
源
の
一
つ
、
七
滝
水
源
か
ん
養
保
安

林
で
は
地
域
の
児
童
・
住
民
が
参
加
し
、
ブ
ナ
な

ど
広
葉
樹
の
植
樹
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

水
源
と
し
て
の
森
を
守
る
活
動
が
評
価
さ
れ
て
、
林

野
庁
の「
水
源
の
森
百
選
」に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
オ
ブ
山
の
大
杉
」

　
大
仙
市
太
田
、
川
口
渓
谷
風
景
林
内
に
あ
る
オ

ブ
山
の
大
杉
は
、
幹
周
り
三
十
四
メ
ー
ト
ル
、
推

定
樹
齢
千
年
以
上
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
太
田
町

教
育
委
員
会
（
当
時
）
の
調
査
で
、
県
内
一
の
太

さ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
こ
ち
ら
も
「
森
の
巨

人
た
ち
百
選
」
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
が
勤
務
す
る
千
屋
森
林
事
務
所
は
、
仙
北
平

野
の
南
東
部
に
位
置
す
る
仙
北
郡
美
郷
町
に
あ
り

ま
す
。
管
轄
す
る
区
域
は
大
仙
市
（
中
仙
・
太
田

地
区
）
及
び
、
美
郷
町
内
の
国
有
林
約
一
万
六
百

ヘ
ク
タ
ー
ル
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
管
内
は
大
半

が
「
真
木
真
昼
県
立
自
然
公
園
」
に
指
定
さ
れ
て

お
り
、
真
木
渓
谷
や
川
口
渓
谷
な
ど
優
れ
た
景
観

を
有
し
て
い
る
た
め
、
雪
解
け
か
ら
降
雪
前
ま
で

登
山
客
・
観
光
客
が
途
絶
え
る
事
な
く
、
人
気
の

場
所
と
し
て
い
つ
行
っ
て
も
賑
や
か
で
す
。

　
で
は
、
管
内
の
見
所
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
真
昼
岳
」

　
真
昼
岳
は
美
郷
町
と
岩
手
県
と
の
県
境
に
そ
び

え
て
お
り
、
オ
サ
バ
グ
サ
な
ど
の
高
原
植
物
の
群

生
地
や
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
生
息
地
が
あ
り
ま

す
。
南
真
昼
岳
、
北
の
又
岳
か
ら
な
る
山
頂
か
ら

は
仙
北
平
野
を
眺
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
他
に
も
、
二
月
に

開
催
さ
れ
る
六
郷
の

か
ま
く
ら
（
竹
う

ち
）
や
七
月
こ
ろ
見

頃
を
迎
え
る
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
な
ど
、
春
夏

秋
冬
見
所
が
た
っ
ぷ

り
あ
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
私
ご
と
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
二
十
二

年
に
東
北
農
政
局
よ
り
異
動
し
て
き
て
か
ら
、
早

い
も
の
で
十
年
が
経
ち
ま
し
た
。
異
動
当
初
、
自

分
が
森
林
官
と
な
り
現
場
に
出
る
事
な
ど
想
像
す

ら
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
森
林
官
と
な
っ
て
一

年
半
。
農
業
か
ら
林
業
へ
と
畑
違
い
の
仕
事
は
今

も
戸
惑
い
の
連
続
で
す
。
現
場
に
い
る
と
何
年
も

か
け
て
造
ら
れ
て
き
た
自
然
の
雄
大
さ
を
感
じ
る

反
面
、
脅
威
や
怖
さ
を
身
を
も
っ
て
感
じ
る
事
が

多
々
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
周
り
の
方
々
に

た
く
さ
ん
の
事
を
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、
国
有
林

を
適
正
に
管
理
し
、
後
世
に
伝
え
て
い
く
た
め

に
、
安
全
第
一
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
が
勉
強
で
す
！

毎日が勉強です！
秋田森林管理署　森林官　畠山　郁

真昼岳林道から見た仙北平野

秋田藩主佐竹義隆公が料理用に使用した「御台所清水」

オブ山の大杉ホワイトラベンダー「美郷雪華」
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the Noted Place of My Jurisdiction

我
が
署
の
名
所

仙
台
森
林
管
理
署

『
ケ
ヤ
キ
並
木
』と『
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
』

　
仙
台
駅
か
ら
地
下
鉄
南
北
線
に
乗
り
「
勾
当
台
公
園
駅
」
で
下
車
、
そ
こ
に

仙
台
市
の
中
心
「
勾
当
台
公
園
」
が
あ
り
ま
す
。
周
り
を
県
庁
や
仙
台
市
役
所

等
官
庁
街
が
取
り
囲
み
、
通
り
の
一
角
に
日
本
の
道
１
０
０
選
に
選
ば
れ
た
「
定

禅
寺
通
ケ
ヤ
キ
並
木
」
が
あ
り
ま
す
。
仙
台
空
襲
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
中
心

街
を
復
興
す
る
た
め
、
ケ
ヤ
キ
の
苗
木
を
国
有
林
か
ら
供
給
し
整
備
を
行
い
、

以
降
今
日
ま
で
お
よ
そ
70
年
に
わ
た
り
仙
台
の
街
の
発
展
を
見
守
り
続
け
て
き

ま
し
た
。

　
こ
の
場
所
は
春
の
「
青
葉
ま
つ
り
」
に
は
じ
ま
り
、
年
間
を
通
し
て
様
々
な

催
し
物
が
開
催
さ
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。
中
で
も
、
７
月
に
セ
ミ
プ
ロ
以

上
が
参
加
す
る
「
ジ
ャ
ズ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
in
仙
台
」、
そ
し
て
９
月
に
は
市
内
約

１
０
０
カ
所
で
延
べ
７
０
０
組
以
上
の
バ
ン
ド
が
参
加
す
る
「
定
禅
寺
ス
ト

リ
ー
ト
ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
、
市
内
全
域
で
様
々
な
ジ
ャ

ン
ル
の
音
楽
が
溢
れ
、
ど
こ
で
も
無
料
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
12

月
に
は
「SE

N
D
A
I

光
の
ペ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
が
開
催
、
数
十
万
個
の
電
球
を
着

飾
っ
た
ケ
ヤ
キ
並
木
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
が
、
並
木
を
挟
ん
で
公
園
の
向
か
い
側
に
は
、
東
北
一
の
繁
華
街
「
国

分
町
」
も
あ
り
、
グ
ラ
ス
を
片
手
に
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎仙台森林管理署
〒981-0908
仙台市青葉区東照宮1-15-1
TEL 022-273-1111
FAX 022-273-1115

（
宮
城
県
仙
台
市
）
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